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白河めぐみ学園

クリスマス、そして２０２３年へ、

理解し支えあう働きを育てましょう

園 長 山 下 勝 弘

2022年のクリスマス、そして2023年の新年も、新型コロナ禍と戦乱に心を痛めるの社会環境の中で迎えようとしています。

特に両学園の周辺では新型コロナ感染状況は昨年よりも深刻で、児童のクリスマス礼拝も全員が感染予防のマスクをつけ

て参加することが必要な現状です。

このような状況のなかでも、クリスマスの喜びと思いは広がっています。児童のクリスマスを祝う準備は進み、聖歌隊の練

習する歌声はこれまでより大きく響き、職員も祝会のクリスマスディナーの内容に心を尽くしています。また、神戸女学院大

学の関係者のみなさまから、児童一人ひとりに祈りのこもったクリスマスプレゼントも届けられています。コロナ禍とウクライ

ナの戦乱に心を痛める中で迎えるクリスマスの時に、おたがいに愛のこもった思いを分かちあい、支えあう心が広がってい

く事実に出会っています。この暖かい喜びを受けとめながら、児童も職員も全員が新しい年、2023年を迎えます。

新しい年2023年では、昨年と同様に高等部を卒園する児童、また満20歳を迎える児童には、新しい生活の選択を迫られ

る年になります。どこで、だれと、どんな生活ができるのか、現在の社会環境では、困難な課題があります。お互いがクリス

マスの喜びに感じた理解と支えあう暖かい心を大切にして、学園で生活する児童、退園を迫られている児童など、すべての

児童のより豊かな生活を支え育てる働きに努力する2023年に向けて、ご家族はじめ関係する全てのみなさまのご理解とご

支援をお願いいたします。

12月20日（火）、めぐみ学園、こひつじ学園合同のクリスマス会が行われました。礼拝では、「クリスマ

ス」についてのスライドやお話、聖歌隊による賛美歌、トーンチャイム演奏を通して、クリスマスの喜びを

実感できるひと時となりました。その後の会食では、美味しいご馳走を頂き、サンタクロースも登場して、

とても嬉しい時間となりました。

今年も神戸女学院の方々の特別なお心遣いによって、子ども達に素敵なクリスマスプレゼントが贈ら

れています。本当にありがとうございました。

10月31日に白河めぐみ学園、白河こひ

つじ学園、児童発達支援センターまきびと

が合同で防災訓練を行ないました。体育

館にて消防隊の方のお話を聞いたり、職

員による水消火器を使った消火訓練を見

学する等、防災についての学びを深めるこ

との出来る充実した時間となりました。

ご協力いただいた消防隊の皆さん、防災

協力員の皆さん、ありがとうございました!!



子どもたちの生活や環境、職員の対応などについての苦情を受け付け、解決に取り組みます。お気軽にご相談く

ださい。

また、牧人会の苦情解決第三者委員会も設置されています。苦情受付箱「みんなのこえ」への投書や受付窓口な

どに直接相談するほか、第三者委員に相談することもできます。

11月23日、めぐみ学園、こひつじ学園合同での秋のお楽しみ会を行ないました。今年は2年ぶりに保

護者さんや学校の先生を招待し、新型コロナウイルス感染拡大防止への配慮をしつつの実施となりま

した。カラオケにステージ発表と充実した時間を楽しむことが出来ました。昼食にはハンバーガーを食べ、

思い出に残る1日となりました。ご家族の皆さんをはじめ、たくさんのご参加、ありがとうございました。

10・11・12月とそれぞれの月に誕生会を行ないました。楽しみにしていたプレゼントをもらって、皆、嬉

しそうですね。お誕生日おめでとうございます！


